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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 地 中 に 掘 ら れ た 穴 の 底 部 又 は 地 上 に 敷 設 さ れ た 底 盤 （ １ ３ ） 上 に 立 設 さ れ る コ ン ク リ ー
ト 壁 （ １ ２ ） を 有 し 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 の 表 面 に 設 け ら れ た 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） と 、 前  
記 コ ン ク リ ー ト 壁 （ １ ２ ） を 介 し て 反 対 側 の 面 に 設 け ら れ た 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） と が 前 記  
コ ン ク リ ー ト 壁 （ １ ２ ） と 一 体 化 し て 残 存 す る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 （ １ １ ） で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） が 、 パ イ プ （ ６ ５ ， ６ ６ ） を 篏 合  
可 能 な 円 筒 リ ブ （ ６ １ ｂ ， ６ ２ ｂ ） を 有 す る と と も に 、 前 記 底 盤 （ １ ３ ） 上 に 構 築 さ れ る  
貯 留 複 合 体 （ ２ ０ ） の 水 平 連 結 体 （ ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ） を 構 成 す る 仕 切 板 （  
２ １ ） と 同 一 の 材 料 及 び 形 状 で あ り 、 前 記 水 平 連 結 体 （ ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ）  
と 鉛 直 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ る ス ペ ー サ ー （ ２ ８ ） の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 円 筒 リ ブ （  
６ １ ｂ ， ６ ２ ｂ ） と 篏 合 さ せ て コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 （ ９ １ ， ９ ２ ） の 一 部 と し て 使 用  
さ れ た 前 記 パ イ プ （ ６ ５ ， ６ ６ ） を 利 用 し た も の で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 （ １ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） の 被 係 合 孔 （ ６ １ ｋ ， ６ ２ ｋ ） と  
係 合 し た 鉄 筋 固 定 治 具 （ ４ ０ ） に 設 け ら れ た 挿 通 孔 （ ４ ４ ， ４ ５ ） に 複 数 の 縦 鉄 筋 （ ８ １  
） 及 び 横 鉄 筋 （ ８ ２ ） が 挿 通 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） と 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） と が セ パ レ ー タ （ ７ １ ） に よ っ て 連  

請求項の数　7　（全15頁）
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結 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 地 中 に 掘 ら れ た 穴 の 底 部 又 は 地 上 に 敷 設 さ れ た 底 盤 （ １ ３ ） 上 に 立 設 さ れ る コ ン ク リ ー
ト 壁 （ １ ２ ） を 形 成 す る た め の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 を 構 築 す る コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部  
材 構 築 工 程 と 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 の 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） と 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ）  
の 間 に 生 コ ン ク リ ー ト を 流 し 込 ん で 硬 化 さ せ て 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 （ １ ２ ） を 形 成 す る コ  
ン ク リ ー ト 壁 形 成 工 程 と を 含 み 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） が  
前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 （ １ ２ ） と 一 体 化 し て 残 存 す る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 （ １ １ ） の 施 工 方  
法 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 構 築 工 程 が 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） の 円 筒 リ ブ （ ６ １ ｂ  
） に 第 １ の パ イ プ （ ６ ５ ） を 篏 合 さ せ 、 前 記 第 １ の パ イ プ （ ６ ５ ） の 端 部 に 第 １ の 支 保 （  
６ ３ ） の 円 筒 リ ブ （ ６ ３ ｂ ） を 篏 合 さ せ る こ と に よ り 第 １ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 （ ９  
１ ） を 構 築 す る 第 １ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 構 築 工 程 と 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） に 対  
し て コ ン ク リ ー ト 壁 （ １ ２ ） を 形 成 す る 箇 所 の 反 対 側 に 、 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） の 円 筒  
リ ブ （ ６ ２ ｂ ） に 第 ２ の パ イ プ （ ６ ６ ） を 篏 合 さ せ 、 前 記 第 ２ の パ イ プ （ ６ ６ ） の 端 部 に  
第 ２ の 支 保 （ ６ ４ ） の 円 筒 リ ブ （ ６ ４ ｂ ） を 篏 合 さ せ る こ と に よ り 第 ２ の コ ン ク リ ー ト 壁  
形 成 部 材 （ ９ ２ ） を 構 築 す る 第 ２ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 構 築 工 程 と を 有 し 、
　 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 工 程 が 、 前 記 生 コ ン ク リ ー ト の 硬 化 後 に 、 前 記 第 ２ の 支 保 （ ６  
４ ） 及 び 前 記 第 ２ の パ イ プ （ ６ ６ ） を 取 り 外 す 工 程 を 有 し 、
　 水 平 連 結 体 （ ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ） 及 び ス ペ ー サ ー （ ２ ８ ） が 鉛 直 方 向 に 交  
互 に 配 置 す る よ う に 構 成 し た 貯 留 複 合 体 （ ２ ０ ） を 構 築 す る 貯 留 複 合 体 構 築 工 程 に 於 い て  
、 取 り 外 し た 前 記 第 ２ の 支 保 （ ６ ４ ） を 前 記 水 平 連 結 体 （ ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６  
） を 構 成 す る 仕 切 板 （ ２ １ ） と し て 用 い 、 前 記 第 ２ の パ イ プ （ ６ ６ ） を 前 記 ス ペ ー サ ー （  
２ ８ ） と し て 用 い 、
　 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） が 、 前 記 底 盤 （ １ ３ ） 上 に 構 築 さ  
れ る 貯 留 複 合 体 （ ２ ０ ） の 水 平 連 結 体 （ ２ ２ ， ２ ３ 、 ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ） を 構 成 す る 仕 切  
板 （ ２ １ ） と 同 一 の 材 料 及 び 形 状 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 工 程 の 後 に 、 前 記 第 １ の 支 保 （ ６ ３ ） 及 び 前 記 第 １ の パ イ プ （  
６ ５ ） を 取 り 外 す 工 程 を 有 す る 請 求 項 ４ 記 載 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 構 築 工 程 が 、 複 数 の 鉄 筋 （ ８ １ ， ８ ２ ） を 前 記 第 １  
の 型 枠 （ ６ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） の 被 係 合 孔 （ ６ １ ｋ ， ６ ２ ｋ ） と 係 合 し た 鉄  
筋 固 定 治 具 （ ４ ０ ） に 設 け ら れ た 挿 通 孔 （ ４ ４ ， ４ ５ ） に 挿 通 す る 鉄 筋 挿 通 工 程 を 有 す る  
請 求 項 ４ 記 載 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 構 築 工 程 が 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） と 前 記 第 ２ の 型 枠 （  
６ ２ ） と を セ パ レ ー タ （ ７ １ ） に よ っ て 連 結 す る 工 程 を 有 す る 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の コ ン  
ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 物 の 基 礎 部 分 や 地 下 部 分 を 支 え る コ ン ク リ ー ト 製 の 地 中 梁 や 、 雨 水 等 を 貯  
留 す る 貯 留 槽 の コ ン ク リ ー ト 製 の 壁 を 形 成 す る た め の 型 枠 を 有 す る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 及  
び そ の 施 工 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 地 中 に 掘 ら れ た 穴 の 底 部 又 は 地 上 に 敷 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト 製 の 底 盤 上 に 立 設 さ  
れ る コ ン ク リ ー ト 製 の 側 壁 か ら な る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 形 成 す る た め に 設 け ら れ か つ 側  
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壁 の 表 面 に 残 存 す る 残 存 型 枠 を 有 す る 残 存 型 枠 が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ （  
請 求 項 １ 、 段 落 ［ ０ ０ １ ２ ］ 、 図 １ 、 ２ ） 参 照 ） 。 こ の 残 存 型 枠 で は 、 側 壁 の 内 面 を 形 成  
す る 内 側 型 枠 と 、 側 壁 の 外 面 を 形 成 す る 外 側 型 枠 と 、 内 側 型 枠 と 外 側 型 枠 と の 間 に 配 設 さ  
れ か つ 外 側 型 枠 又 は 外 側 型 枠 及 び 内 側 型 枠 を 保 持 す る 複 数 の 縦 鉄 筋 と を 備 え 、 外 側 型 枠 又  
は 外 側 型 枠 及 び 内 側 型 枠 が 、 プ ラ ス チ ッ ク に よ り 正 方 形 板 状 に 形 成 さ れ か つ 縦 横 に 密 着 し  
て 並 べ ら れ た 複 数 の 基 板 と 、 基 板 と 略 同 大 の 正 方 形 板 状 に プ ラ ス チ ッ ク に よ り 形 成 さ れ 隣  
り 合 う ４ 枚 の 基 板 を 結 合 し か つ 縦 横 に 密 着 し て 並 べ ら れ た 複 数 の 中 央 部 補 強 板 と 、 プ ラ ス  
チ ッ ク に よ り 長 方 形 板 状 に 形 成 さ れ 縦 横 に 密 着 し て 並 べ ら れ た 複 数 の 中 央 部 補 強 板 の 外 周  
縁 に 位 置 し か つ 隣 り 合 う 基 板 を 結 合 し て 四 角 枠 状 に 並 べ ら れ た 複 数 の 端 部 補 強 板 と を 有 す  
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 残 存 型 枠 で は 、 自 立 性 を 有 し か つ 強 固 な 外 側 型 枠 又 は 外 側 型 枠 及  
び 内 側 型 枠 を 容 易 に 組 立 て る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 内 側 型 枠 及 び 外 側 型 枠 間 に 生 コ ン  
ク リ ー ト を 一 度 に 大 量 に 流 し 込 ん で も 、 外 側 型 枠 又 は 外 側 型 枠 及 び 内 側 型 枠 が 変 形 せ ず に  
、 所 定 形 状 の コ ン ク リ ー ト 製 の 側 壁 を 形 成 で き る 。 ま た 、 基 板 、 中 央 部 補 強 板 及 び 端 部 補  
強 板 を プ ラ ス チ ッ ク に よ り 形 成 し た の で 、 外 側 型 枠 又 は 外 側 型 枠 及 び 内 側 型 枠 を 構 成 す る  
基 板 、 中 央 部 補 強 板 及 び 端 部 補 強 板 を 容 易 に 作 製 で き る 。 更 に 、 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 用 い て  
基 板 、 中 央 部 補 強 板 及 び 端 部 補 強 板 を 形 成 す れ ば 、 外 側 型 枠 又 は 外 側 型 枠 及 び 内 側 型 枠 を  
構 成 す る 基 板 、 中 央 部 補 強 板 及 び 端 部 補 強 板 を 安 価 に 作 製 で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 第 ２ ０ ２ ０ － ６ ０ ０ ０ ５ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 上 記 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た 残 存 型 枠 で は 、 内 側 型 枠 及 び 外 側 型 枠 が プ ラ ス チ ッ  
ク に よ り 正 方 形 上 に 形 成 さ れ た 基 板 と 、 中 央 部 補 強 板 と 、 端 部 補 強 板 を そ れ ぞ れ 必 要 数 量  
用 意 し な け れ ば な ら ず 、 部 品 の 手 配 が 煩 雑 で あ り 、 在 庫 が な い 場 合 に は こ の 工 法 で は 施 工  
出 来 な い か 又 は 遅 延 す る お そ れ が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 は 、 地 中 に 掘 ら れ た 穴 の 底 部 又 は 地 上 に 敷 設 さ れ た 底 盤 （ １ ３ ） 上  
に 立 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト 壁 （ １ ２ ） を 有 し 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 の 表 面 に 設 け ら れ た 第  
１ の 型 枠 （ ６ １ ） と 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 （ １ ２ ） を 介 し て 反 対 側 の 面 に 設 け ら れ た 第 ２  
の 型 枠 （ ６ ２ ） と が 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 （ １ ２ ） と 一 体 化 し て 残 存 す る コ ン ク リ ー ト 構 造  
物 （ １ １ ） で あ っ て 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） が 、 パ イ プ （  
６ ５ ， ６ ６ ） を 篏 合 可 能 な 円 筒 リ ブ （ ６ １ ｂ ） を 有 す る と と も に 、 前 記 底 盤 （ １ ３ ） 上 に  
構 築 さ れ る 貯 留 複 合 体 （ ２ ０ ） の 水 平 連 結 体 （ ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ） を 構 成 す  
る 仕 切 板 （ ２ １ ） と 同 一 の 材 料 及 び 形 状 で あ り 、 前 記 水 平 連 結 体 （ ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２  
５ ， ２ ６ ） と 鉛 直 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ る ス ペ ー サ ー （ ２ ８ ） の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記  
円 筒 リ ブ （ ６ １ ｂ ， ６ ２ ｂ ） と 篏 合 さ せ て コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 （ ９ １ ， ９ ２ ） の 一 部  
と し て 使 用 さ れ た 前 記 パ イ プ （ ６ ５ ， ６ ６ ） を 利 用 し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 は 、 第 １ の 観 点 に 基 づ く 発 明 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） 及  
び 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） の 被 係 合 孔 （ ６ １ ｋ ， ６ ２ ｋ ） と 係 合 し た 鉄 筋 固 定 治 具 （ ４ ０  
） に 設 け ら れ た 挿 通 孔 （ ４ ４ ， ４ ５ ） に 複 数 の 縦 鉄 筋 （ ８ １ ） 及 び 横 鉄 筋 （ ８ ２ ） が 挿 通  
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 観 点 は 、 第 １ の 観 点 に 基 づ く 発 明 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） と  
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前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） と が セ パ レ ー タ （ ７ １ ） に よ っ て 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す  
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 観 点 は 、 地 中 に 掘 ら れ た 穴 の 底 部 又 は 地 上 に 敷 設 さ れ た 底 盤 （ １ ３ ） 上  
に 立 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト 壁 （ １ ２ ） を 形 成 す る た め の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 を 構 築 す  
る コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 構 築 工 程 と 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 の 第 １ の 型 枠 （ ６ １  
） と 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） の 間 に 生 コ ン ク リ ー ト を 流 し 込 ん で 硬 化 さ せ て 前 記 コ ン ク リ ー ト  
壁 （ １ ２ ） を 形 成 す る コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 工 程 と を 含 み 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） 及 び 前  
記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） が 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 （ １ ２ ） と 一 体 化 し て 残 存 す る コ ン ク リ ー ト  
構 造 物 （ １ １ ） の 施 工 方 法 で あ っ て 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 構 築 工 程 が 、 前 記 第 １  
の 型 枠 （ ６ １ ） の 円 筒 リ ブ （ ６ １ ｂ ） に 第 １ の パ イ プ （ ６ ５ ） を 篏 合 さ せ 、 前 記 第 １ の パ  
イ プ （ ６ ５ ） の 端 部 に 第 １ の 支 保 （ ６ ３ ） の 円 筒 リ ブ （ ６ ３ ｂ ） を 篏 合 さ せ る こ と に よ り  
第 １ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 （ ９ １ ） を 構 築 す る 第 １ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 構 築 工  
程 と 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） に 対 し て コ ン ク リ ー ト 壁 （ １ ２ ） を 形 成 す る 箇 所 の 反 対 側  
に 、 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） の 円 筒 リ ブ （ ６ ２ ｂ ） に 第 ２ の パ イ プ （ ６ ６ ） を 篏 合 さ せ 、  
前 記 第 ２ の パ イ プ （ ６ ６ ） の 端 部 に 第 ２ の 支 保 （ ６ ４ ） の 円 筒 リ ブ （ ６ ４ ｂ ） を 篏 合 さ せ  
る こ と に よ り 第 ２ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 （ ９ ２ ） を 構 築 す る 第 ２ の コ ン ク リ ー ト 壁 形  
成 部 材 構 築 工 程 と を 有 し 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 工 程 が 、 前 記 生 コ ン ク リ ー ト の 硬 化 後  
に 、 前 記 第 ２ の 支 保 （ ６ ４ ） 及 び 前 記 第 ２ の パ イ プ （ ６ ６ ） を 取 り 外 す 工 程 を 有 し 、 水 平  
連 結 体 （ ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ） 及 び ス ペ ー サ ー （ ２ ８ ） が 鉛 直 方 向 に 交 互 に 配  
置 す る よ う に 構 成 し た 貯 留 複 合 体 （ ２ ０ ） を 構 築 す る 貯 留 複 合 体 構 築 工 程 に 於 い て 、 取 り  
外 し た 前 記 第 ２ の 支 保 （ ６ ４ ） を 前 記 水 平 連 結 体 （ ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ） を 構  
成 す る 仕 切 板 （ ２ １ ） と し て 用 い 、 前 記 第 ２ の パ イ プ （ ６ ６ ） を 前 記 ス ペ ー サ ー （ ２ ８ ）  
と し て 用 い 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） が 、 前 記 底 盤 （ １ ３ ）  
上 に 構 築 さ れ る 貯 留 複 合 体 （ ２ ０ ） の 水 平 連 結 体 （ ２ ２ ， ２ ３ 、 ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ） を 構  
成 す る 仕 切 板 （ ２ １ ） と 同 一 の 材 料 及 び 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 観 点 は 、 第 ４ の 観 点 に 基 づ く 発 明 で あ っ て 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 工  
程 の 後 に 、 前 記 第 １ の 支 保 （ ６ ３ ） 及 び 前 記 第 １ の パ イ プ （ ６ ５ ） を 取 り 外 す 工 程 を 有 す  
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 観 点 は 、 第 ４ の 観 点 に 基 づ く 発 明 で あ っ て 、 前 記 第 １ の コ ン ク リ ー ト 壁  
形 成 部 材 構 築 工 程 が 、 複 数 の 鉄 筋 （ ８ １ ， ８ ２ ） を 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） 及 び 前 記 第 ２  
の 型 枠 （ ６ ２ ） の 被 係 合 孔 （ ６ １ ｋ ， ６ ２ ｋ ） と 係 合 し た 鉄 筋 固 定 治 具 （ ４ ０ ） に 設 け ら  
れ た 挿 通 孔 （ ４ ４ ， ４ ５ ） に 挿 通 す る 鉄 筋 挿 通 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 観 点 は 、 第 ４ 又 は 第 ５ の 観 点 に 基 づ く 発 明 で あ っ て 、 前 記 コ ン ク リ ー ト  
壁 形 成 部 材 構 築 工 程 が 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） と 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） と を セ パ レ ー  
タ （ ７ １ ） に よ っ て 連 結 す る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 又 は 本 発 明 の 第 ４ の 観 点 の コ ン ク リ ー ト 構 造  
物 の 施 工 方 法 で は 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） が 、 パ イ プ （ ６  
５ ， ６ ６ ） を 篏 合 可 能 な 円 筒 リ ブ （ ６ １ ｂ ） を 有 す る と と も に 、 前 記 底 盤 （ １ ３ ） 上 に 構  
築 さ れ る 貯 留 複 合 体 （ ２ ０ ） の 水 平 連 結 体 （ ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ） を 構 成 す る  
仕 切 板 （ ２ １ ） と 同 一 の 材 料 及 び 形 状 で あ る か ら 、 残 存 型 枠 専 用 の 部 品 を 新 た に 用 意 す る  
必 要 が な い 。 こ の 結 果 、 部 品 の 発 注 及 び 入 手 を 容 易 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 コ ン  
ク リ ー ト 壁 形 成 工 程 が 、 前 記 生 コ ン ク リ ー ト の 硬 化 後 に 、 第 ２ の 支 保 （ ６ ４ ） 及 び 前 記 第  
２ の パ イ プ （ ６ ６ ） を 取 り 外 す 工 程 を 有 し 、 取 り 外 し た 前 記 第 ２ の 支 保 （ ６ ４ ） 及 び 前 記  
第 ２ の パ イ プ （ ６ ６ ） を 貯 留 複 合 体 構 築 工 程 に 用 い る こ と が 出 来 る 。 こ の 結 果 、 貯 留 槽 施  
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工 現 場 に 運 搬 す る 部 品 の 量 を 削 減 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 及 び 本 発 明 の 第 ６ の 観 点 の コ ン ク リ ー ト 構 造  
物 の 構 築 方 法 で は 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） の 被 係 合 孔 （ ６  
１ ｋ ， ６ ２ ｋ ） と 係 合 し た 鉄 筋 固 定 治 具 （ ４ ０ ） に 設 け ら れ た 挿 通 孔 （ ４ ４ ， ４ ５ ） に 複  
数 の 縦 鉄 筋 （ ８ １ ） 及 び 横 鉄 筋 （ ８ ２ ） が 挿 通 さ れ て い る か ら 、 コ ン ク リ ー ト 壁 を 強 固 に  
す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 観 点 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 及 び 本 発 明 の 第 ７ の 観 点 の コ ン ク リ ー ト 構 造  
物 の 構 築 方 法 で は 、 前 記 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） と 前 記 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） と が セ パ レ ー タ （  
７ １ ） に よ っ て 連 結 さ れ て い る か ら 、 第 １ の 型 枠 （ ６ １ ） と 第 ２ の 型 枠 （ ６ ２ ） と を し っ  
か り と 連 結 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に よ り 構 築 し た 貯 留 槽 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 貯 留 槽 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 使 用 さ れ る 仕 切 板 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 使 用 さ れ る 仕 切 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 使 用 さ れ る 仕 切 板 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 使 用 さ れ る 仕 切 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 一 水 平 面 内 で 隣 接 す る ２ 枚 の 仕 切 板 を 互 い に 結 合 す る 結 合 治 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 一 水 平 面 内 で 隣 接 す る ２ 枚 の 仕 切 板 を 互 い に 結 合 し つ つ 、 縦 鉄 筋 及 び 横 鉄 筋 を  
固 定 す る 鉄 筋 固 定 治 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 鉄 筋 固 定 治 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 鉄 筋 固 定 治 具 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 鉄 筋 固 定 治 具 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 鉄 筋 固 定 治 具 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 鉄 筋 固 定 治 具 の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 複 数 の 仕 切 板 及 び 鉄 筋 を 連 結 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 複 数 の 仕 切 板 及 び 鉄 筋 を 連 結 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 を 用 い る 貯 留 槽 基 礎 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 に 使 用 さ れ る 型 枠 、 仕 切 板 、 パ イ プ 及 び 支 保 の 組 立 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 構 築 す る 途 中 の 工 程 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 貯 留 複 合 体 を 有 す る 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 か ら 第 １ の 支 保 及 び 第 １ の パ イ プ を 取 り 外 し た 状  
態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ １ を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、  
こ の 実 施 の 形 態 で は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ １ は 、 地 中 に 掘 ら れ た 穴 の 底 部 又 は 地 上 に 敷  
設 さ れ た モ ル タ ル 製 又 は コ ン ク リ ー ト 製 の 底 盤 １ ３ 上 に 立 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト 製 の 壁 １  
２ を 有 す る 。 コ ン ク リ ー ト 壁 １ ２ の 表 面 に 設 け ら れ た 第 １ の 型 枠 ６ １ と 、 コ ン ク リ ー ト 壁  
１ ２ を 介 し て 反 対 側 の 面 に 設 け ら れ た 第 ２ の 型 枠 ６ ２ と が 、 コ ン ク リ ー ト 壁 １ ２ と 一 体 化  
し て 残 存 す る 。 第 １ の 型 枠 ６ １ 及 び 第 ２ の 型 枠 ６ ２ が 、 図 １ ９ に 示 す パ イ プ ６ ５ ， ６ ６ を  
篏 合 可 能 な 円 筒 リ ブ ６ １ ｂ ， ６ ２ ｂ を 有 す る と と も に 、 底 盤 １ ３ 上 に 構 築 さ れ る 貯 留 複 合  
体 ２ ０ の 水 平 連 結 体 ２ ２ ～ ２ ６ を 構 成 す る 仕 切 板 ２ １ と 同 一 の 材 料 及 び 形 状 で あ る 。 ま た  
、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ １ は 、 第 １ の 型 枠 ６ １ と 第 ２ の 型 枠 ６ ２ と の 間 に 配 設 さ れ か つ 第  
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１ の 型 枠 ６ １ 及 び 第 ２ の 型 枠 ６ ２ を 保 持 す る 複 数 の 縦 鉄 筋 ８ １ 及 び 横 鉄 筋 ８ ２ を 備 え る 。  
第 １ の 型 枠 ６ １ 及 び 第 ２ の 型 枠 ６ ２ の 被 係 合 孔 ６ １ ｋ ， ６ ２ ｋ に 係 合 し た 鉄 筋 固 定 治 具 ４  
０ の 挿 通 孔 ４ ４ 、 ４ ５ に 複 数 の 縦 鉄 筋 ８ １ 及 び 横 鉄 筋 ８ ２ が 挿 通 さ れ る こ と に よ っ て 、 縦  
鉄 筋 ８ １ 及 び 横 鉄 筋 ８ ２ は 、 第 １ の 型 枠 ６ １ 及 び 第 ２ の 型 枠 ６ ２ と 連 結 さ れ て い る 。 ま た  
、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ １ で は 、 第 １ の 型 枠 ６ １ と 第 ２ の 型 枠 ６ ２ と が セ パ レ ー タ ７ １ に  
よ っ て 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ は 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に よ り 構 築 し た 貯 留 槽 １ ０ を 示 す 要 部 断 面 図 で あ り 、  
図 ３ は 図 ２ の 貯 留 槽 １ ０ の 平 面 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 の 貯 留 槽 １ ０ の 中 央 部 に は 、 コ ン  
ク リ ー ト 床 １ ４ の 上 に 十 字 上 に 交 差 し て 構 築 さ れ た 地 中 梁 で あ る 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 中 央  
壁 １ ５ を 有 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 貯 留 槽 の 側 壁 の 外 側 に あ る 外 側 型 枠 を 第 １ の 型 枠 ６ １  
と 呼 び 、 貯 留 槽 の 側 壁 の 内 側 に あ る 内 側 型 枠 を 第 ２ の 型 枠 ６ ２ と 呼 ぶ 。 ま た 、 中 央 壁 １ ５  
の 型 枠 に つ い て は 、 図 面 右 側 の 型 枠 を 第 １ の 型 枠 ６ １ と 呼 び 、 図 面 左 側 の 型 枠 を 第 ２ の 型  
枠 ６ ２ と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ 、 ５ 、 ６ 及 び ７ は 、 そ れ ぞ れ 、 本 発 明 に 使 用 さ れ る 仕 切 板 ２ １ の 斜 視 図 、 平 面 図 、  
側 面 図 、 及 び 断 面 図 で あ る 。 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 上 記 第 １ の 型 枠 ６ １ と 第 ２ の 型  
枠 ６ ２ と は 、 同 一 部 品 で あ る 仕 切 板 ２ １ に よ り 面 対 称 に 形 成 さ れ る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は  
、 仕 切 板 ２ １ の 上 面 に 、 小 径 の 第 １ 円 筒 リ ブ ２ １ ａ と 、 中 径 の 第 ２ 円 筒 リ ブ ２ １ ｂ と 、 大  
径 の 第 ３ 円 筒 リ ブ ２ １ ｃ が 同 心 状 に ３ 本 形 成 さ れ 、 仕 切 板 ２ １ の 下 面 に 小 径 の 第 ４ 円 筒 リ  
ブ ２ １ ｄ と 、 中 径 の 第 ５ 円 筒 リ ブ ２ １ ｅ と 、 大 径 の 第 ６ 円 筒 リ ブ ２ １ ｆ が 同 心 状 に 形 成 さ  
れ た も の が 、 縦 横 そ れ ぞ れ ２ 個 計 ４ 個 置 か れ て い る （ 図 ５ 及 び ７ ） 。 第 １ 円 筒 リ ブ ２ １ ａ  
の 直 径 と 第 ４ 円 筒 リ ブ ２ １ ｄ の 直 径 は 同 一 に 形 成 さ れ 、 第 ２ 円 筒 リ ブ ２ １ ｂ の 直 径 と 第 ５  
円 筒 リ ブ ２ １ e の 直 径 は 同 一 に 形 成 さ れ 、 第 ３ 円 筒 リ ブ ２ １ ｃ の 直 径 と 第 ６ 円 筒 リ ブ ２ １ ｆ  
の 直 径 は 同 一 に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 仕 切 板 ２ １ を 四 分 割 し た 中 央 に は 、 後 述 の 主 軸 パ イ プ  
２ ７ ， ２ ８ を 挿 通 可 能 な 挿 通 孔 ２ １ ｇ が 形 成 さ れ る （ 図 ４ 及 び 図 ５ ） 。 ま た 、 同 一 水 平 面  
内 で 最 外 側 に 位 置 し て 隣 接 す る ２ 枚 の 仕 切 板 に お け る 外 側 の 各 コ ー ナ ー 部 に は 、 仕 切 板 ２  
１ を 結 合 す る た め の 図 ８ に 示 す 結 合 治 具 ３ ０ を 係 合 す る た め の 第 １ の 被 係 合 孔 ２ １ ｊ が 設  
け ら れ て い る 。 更 に 、 前 記 結 合 治 具 ３ ０ に 隣 接 し て 、 同 一 水 平 面 内 で 隣 接 す る ２ 枚 の 仕 切  
板 ２ １ を 互 い に 結 合 し つ つ 、 縦 鉄 筋 ８ １ 及 び 横 鉄 筋 ８ ２ を 固 定 す る た め の 鉄 筋 固 定 治 具 ４  
０ が 係 合 す る た め の 第 ２ の 被 係 合 孔 ２ １ ｋ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ８ は 、 同 一 水 平 面 内 で 最 外 側 に 位 置 し て 隣 接 す る ２ 枚 の 仕 切 板 ２ １ に お け る 外 側 の 各  
コ ー ナ ー 部 を 互 い に 結 合 す る 結 合 治 具 ３ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ ５ は 、 複 数 の 第 １  
の 型 枠 ６ １ 及 び 第 ２ の 型 枠 ６ ２ 並 び に 縦 鉄 筋 ８ １ 及 び 横 鉄 筋 ８ ２ を 結 合 し た 状 態 を 示 す 平  
面 図 で あ り 、 図 １ ６ は 、 そ の 断 面 図 で あ る 。 同 一 平 面 内 で 縦 横 に 密 着 し て 並 べ ら れ た 複 数  
の 仕 切 板 ２ １ は 、 結 合 治 具 ３ ０ に よ り 結 合 さ れ る （ 図 １ ５ ） 。 即 ち 、 同 一 平 面 内 で 最 外 側  
に 位 置 し て 隣 接 す る ２ 枚 の 仕 切 板 ２ １ の 各 コ ー ナ 部 は 結 合 治 具 ３ ０ に よ り 互 い に 結 合 さ れ  
、 第 １ の 型 枠 ６ １ 及 び 第 ２ の 型 枠 ６ ２ と な る 。 結 合 治 具 ３ ０ は 、 略 台 形 状 に 形 成 さ れ た 結  
合 治 具 本 体 ３ １ と 、 結 合 治 具 本 体 ３ １ の 一 方 の 面 に お け る 本 体 の 長 辺 側 に 二 列 に 突 設 さ れ  
た 第 １ 係 合 突 起 ３ ２ と 、 本 体 の 短 辺 側 に 二 列 に 突 設 さ れ た 第 ２ 係 合 突 起 ３ ３ と 、 を 有 す る  
。 こ の 第 １ 係 合 突 起 ３ ２ 及 び 第 ２ 係 合 突 起 ３ ３ を 仕 切 板 ２ １ の 第 １ 被 係 合 孔 ２ １ ｊ に 打 込  
ん で 挿 入 す る こ と に よ り 、 第 １ 係 合 突 起 ３ ２ 及 び 第 ２ 係 合 突 起 ３ ３ が 第 1 の 型 枠 ６ １ の 第  
１ 被 係 合 孔 ６ １ ｊ ， ６ １ ｊ に 係 合 し て 抜 け な く な る （ 図 １ ５ ） 。 ま た 、 上 記 結 合 治 具 ３ ０  
は 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 （ ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 等 ） 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 等 に よ り  
成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 及 び １ ４ は 、 そ れ ぞ れ 、 同 一 水 平 面 内 で 隣 接 す る ２ 枚 の  
仕 切 板 ２ １ を 互 い に 結 合 し つ つ 、 縦 鉄 筋 ８ １ 及 び 横 鉄 筋 ８ ２ を 固 定 す る 鉄 筋 固 定 治 具 ４ ０  
の 斜 視 図 、 正 面 図 、 平 面 図 、 底 面 図 、 背 面 図 、 及 び 右 側 面 図 で あ る 。 鉄 筋 固 定 治 具 ４ ０ は  
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、 略 台 形 状 の 治 具 本 体 ４ １ の 長 辺 側 に ２ 列 に 設 け ら れ た 鉄 筋 保 持 用 突 起 ４ ２ と 、 治 具 本 体  
４ １ の 短 辺 側 に ２ 列 に 設 け ら れ た 係 合 突 起 ４ ３ と 、 を 有 す る 。 ま た 、 鉄 筋 保 持 用 突 起 ４ ２  
は 、 長 手 方 向 上 側 に 設 け ら れ た 第 １ 挿 通 孔 ４ ４ 及 び 長 手 方 向 下 側 に 設 け ら れ た 第 ２ 挿 通 孔  
４ ５ を 有 す る 。 挿 通 孔 が 上 下 に 二 つ 設 け ら れ て い る の は 、 縦 鉄 筋 ８ １ と 横 鉄 筋 ８ ２ と を 交  
差 さ せ る 際 に 鉄 筋 同 士 が 互 い に ぶ つ か る の を 防 ぐ た め で あ る 。 ま た 、 上 記 鉄 筋 固 定 治 具 ４  
０ は 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 （ ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 等 ） 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 等 に よ  
り 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ 本 発 明 の 施 工 手 順 ］
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 貯 留 槽 の 組 立 手 順 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
［ 貯 留 槽 基 礎 部 分 施 工 ］
　 図 １ ７ は 、 本 発 明 を 用 い る 貯 留 槽 基 礎 部 分 の 断 面 図 を 示 す 。 先 ず 地 面 を 所 定 の 深 さ の 直  
方 体 状 に 掘 削 し 、 こ の 掘 削 部 の 底 面 （ 土 台 ５ １ ） に 、 砕 石 ５ ２ 、 転 圧 、 及 び レ ベ ル 出 し を  
行 う 。 次 に 、 仕 切 板 ２ １ か ら な る 底 板 ５ ３ を 掘 削 部 の コ ー ナ か ら 並 べ て 敷 き 詰 め る 。 次 に  
、 底 板 ５ ３ に パ イ プ を 嵌 着 さ せ た 後 、 砂 利 ５ ４ を 投 入 し 、 そ の 上 か ら 上 板 ５ ５ と な る 仕 切  
板 ２ １ を パ イ プ と 嵌 着 さ せ な が ら 、 か ぶ せ る 。 更 に 、 そ の 上 か ら 砂 ５ ６ を 敷 き 均 す 。 こ の  
後 、 砂 ５ ６ の 上 全 体 に モ ル タ ル ５ ７ を 約 ５ ０ ｍ ｍ の 厚 さ で 打 設 し た 後 、 こ の モ ル タ ル ５ ７  
を 覆 う よ う に 厚 さ 約 ４ ｍ ｍ の 保 護 シ ー ト ５ ８ を 敷 設 し た 後 、 厚 さ 約 １ ． ５ ｍ ｍ の 遮 水 シ ー  
ト ５ ９ を 敷 設 す る 。 な お 、 こ の 状 態 を 底 盤 １ ３ と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ［ 貯 留 槽 外 周 壁 形 成 部 材 （ 支 保 工 ） 施 工 ］
　 図 １ ８ は 、 本 発 明 に 用 い る 型 枠 、 パ イ プ 及 び 支 保 の 組 立 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ ９ は 、 本  
発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 構 築 す る 途 中 の 工 程 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 ま ず 、 貯 留 槽 と な  
る 穴 の 外 周 の 底 盤 １ ３ 上 に 、 第 １ の 型 枠 ６ １ で あ る 仕 切 板 ２ １ を 複 数 並 べ 、 図 ４ に 示 す 互  
い に 隣 接 す る 仕 切 板 ２ １ の 凸 部 ２ １ ｈ と 凹 部 ２ １ ｉ と を 係 合 す る と と も に 、 図 ８ に 示 す 結  
合 治 具 ３ ０ の 第 １ 係 合 突 起 ３ ２ 及 び 第 ２ 係 合 突 起 ３ ３ と を 図 ５ に 示 す 仕 切 板 ２ １ の 第 １ の  
被 係 合 孔 ２ １ ｊ に 打 込 ん で 挿 入 す る こ と に よ り 、 第 １ 係 合 突 起 ３ ２ 及 び 第 ２ 係 合 突 起 ３ ３  
が 仕 切 板 ２ １ の 第 １ の 被 係 合 孔 ２ １ ｊ に 係 合 し て 抜 け な く す る 。 こ れ に よ り 、 互 い に 隣 接  
す る ４ 枚 の 仕 切 板 ２ １ の 各 コ ー ナ 部 が 互 い に 結 合 す る 。 次 に 、 図 ９ に 示 す 鉄 筋 固 定 治 具 ４  
０ の 鉄 筋 保 持 用 突 起 ４ ２ 及 び 係 合 突 起 ４ ３ が 設 け ら れ て い る 側 を 、 仕 切 板 ２ １ の 第 ２ の 被  
結 合 孔 ２ １ ｋ に 打 ち 込 ん で 挿 入 す る 。 そ の 後 、 鉄 筋 保 持 用 突 起 ４ ２ の 第 １ 挿 通 孔 ４ ４ に 縦  
鉄 筋 ８ １ を 挿 通 し 、 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ た 鉄 筋 固 定 治 具 ４ ０ の 鉄 筋 保 持 用 突 起 ４ ２ の 第 ２  
挿 通 孔 ４ ５ に 横 鉄 筋 ８ ２ を 挿 通 し 、 縦 鉄 筋 ８ １ 及 び 横 鉄 筋 ８ ２ を 仕 切 板 ２ １ に 固 定 す る （  
図 １ ５ ， １ ６ ） 。 な お 、 鉄 筋 保 持 用 突 起 ４ ２ の 第 １ 挿 通 孔 ４ ４ に 横 鉄 筋 ８ ２ を 挿 通 し 、 第  
２ 挿 通 孔 ４ ５ に 縦 鉄 筋 ８ １ を 挿 通 し て も 良 い 。 連 結 し た 仕 切 板 ２ １ を 直 立 さ せ 、 第 １ の 型  
枠 ６ １ と す る 。 次 に 、 第 １ の 型 枠 ６ １ の 挿 通 孔 （ 図 示 せ ず ） に 第 １ の 支 保 連 結 部 材 ７ ５ を  
挿 通 し 、 第 １ の 型 枠 ６ １ の 反 対 側 か ら 、 ナ ッ ト 部 材 ７ ４ 及 び 生 コ ン 漏 れ 防 止 板 ７ ３ と 連 結  
し た プ ラ ス チ ッ ク コ ー ン ７ ２ に よ り 、 支 保 連 結 部 材 ７ ５ を 固 定 す る 。 こ の 後 、 第 １ の パ イ  
プ ６ ５ の 端 部 ６ ５ a を 第 １ の 型 枠 ６ １ の 第 ２ 円 筒 リ ブ （ 図 示 せ ず ） に 嵌 入 す る 。 更 に 、 第 １  
の パ イ プ ６ ５ の 他 端 ６ ５ ｂ に 新 た に 用 意 し た 仕 切 板 ２ １ の 第 ２ 円 筒 リ ブ ２ １ ｂ を 嵌 入 す る  
こ と に よ り 、 第 １ の 支 保 ６ ３ と す る 。 次 に 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 コ ー ン ７ ２ の 頂 部 に 設 け ら れ  
た 穴 ７ ２ a に 、 セ パ レ ー タ ７ １ の 端 部 ７ １ a を 螺 合 す る 。 次 に 、 セ パ レ ー タ ７ １ の 他 端 ７ １  
ｂ を プ ラ ス チ ッ ク コ ー ン ７ ６ の 頂 部 に 設 け ら れ た 穴 ７ ６ a に 螺 合 し 、 ナ ッ ト 部 材 ７ ８ 及 び 生  
コ ン 漏 れ 防 止 板 ７ ７ を 固 定 す る 。 更 に 、 新 た に 用 意 し た 仕 切 板 ２ １ の 挿 通 孔 に ナ ッ ト 部 材  
７ ８ を 挿 通 し て 固 定 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 型 枠 ６ ２ と す る 。 次 に 、 支 保 連 結 部 材 ７ ９ の  
端 部 ７ ９ a を ナ ッ ト 部 材 ７ ４ の 内 側 に 螺 合 し 、 第 ２ の パ イ プ ６ ６ の 端 部 ６ ６ ｂ に 新 た に 用 意  
し た 仕 切 板 ２ １ の 第 ２ 円 筒 リ ブ （ 図 示 せ ず ） を 嵌 入 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 支 保 ６ ４ と す  
る 。 そ の 後 、 同 様 の 作 業 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 第 １ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 ９ １ 及 び  
第 ２ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 ９ ２ （ 支 保 工 ） が 完 成 す る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
［ 貯 留 槽 中 央 部 （ 十 字 ） 壁 形 成 部 材 （ 支 保 工 ） 施 工 ］
　 上 記 貯 留 槽 外 周 壁 形 成 部 材 施 工 工 程 と 同 様 の 作 業 を 行 う こ と に よ り 、 貯 留 槽 中 央 部 （ 十  
字 ） 壁 １ ５ 形 成 部 材 （ 支 保 工 ） の 組 立 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
［ 生 コ ン 打 設 ］
　 ま ず 、 貯 留 槽 外 壁 部 分 の 第 １ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 ９ １ と 第 ２ の コ ン ク リ ー ト 壁 形  
成 部 材 ９ ２ の 間 に 生 コ ン ク リ ー ト を 流 し 込 ん で 硬 化 さ せ る こ と に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 壁 １  
２ （ 側 壁 ） を 形 成 す る 。 こ の と き 、 生 コ ン ク リ ー ト を 一 度 に 大 量 に 流 し 込 ん で も 、 第 １ の  
コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 及 ９ １ 及 び 第 ２ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 ９ ２ が 第 １ の 型 枠 ６ １  
及 び 第 ２ の 型 枠 ６ ２ を 保 持 し て い る の で 、 第 １ の 型 枠 ６ １ 及 び 第 ２ の 型 枠 ６ ２ が 変 形 せ ず  
、 所 定 形 状 の コ ン ク リ ー ト 壁 を 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 側 壁 の 内 壁 と な る 部 分 で は  
、 最 下 部 の 第 ２ の 型 枠 ６ ２ の 一 部 を 切 除 し て あ れ ば 、 床 板 の コ ン ク リ ー ト と 一 体 化 す る よ  
う に コ ン ク リ ー ト を 流 す こ と が で き る 。 次 に 、 貯 留 槽 １ ０ 中 央 部 の 第 １ の コ ン ク リ ー ト 壁  
形 成 部 材 ９ １ と 第 ２ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 ９ ２ の 間 に 生 コ ン ク リ ー ト を 流 し 込 ん で 硬  
化 さ せ て 平 面 視 十 字 状 の 中 央 壁 １ ５ を 形 成 す る 。 更 に 、 貯 留 槽 １ ０ の 底 盤 １ ３ の 上 に 生 コ  
ン ク リ ー ト を 流 し 込 ん で 硬 化 さ せ る こ と に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 床 １ ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
［ 貯 留 複 合 体 組 立 ］
　 図 ２ ０ は 、 貯 留 複 合 体 ２ ０ を 有 す る 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 示 す 側 面 図 で あ る 。  
コ ン ク リ ー ト 床 １ ４ の 生 コ ン ク リ ー ト が 硬 化 し た 後 、 側 壁 で あ る コ ン ク リ ー ト 壁 １ ２ の 第  
２ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 ９ ２ の 第 ２ の 支 保 ６ ４ 及 び 第 ２ の パ イ プ ６ ６ を 取 り 外 し 、 中  
央 壁 １ ５ 部 分 の 第 ２ の コ ン ク リ ー ト 壁 形 成 部 材 の 第 ２ の 支 保 及 び 第 ２ の パ イ プ を 取 り 外 す  
。 次 に 、 取 り 外 し た 第 ２ の 支 保 ６ ４ と 第 ２ の パ イ プ ６ ６ に 追 加 し て 、 複 数 の 仕 切 板 ２ １ 、  
主 軸 パ イ プ ２ ７ ， 筒 状 の ス ペ ー サ ー ２ ８ 、 結 合 治 具 ３ ０ 等 を 用 意 し 、 コ ン ク リ ー ト 床 １ ４  
上 に 貯 留 複 合 体 ２ ０ を 構 築 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 水 平 連 結 体 ２ ２ ～ ２ ６ は ５ 段 設 け  
ら れ 、 最 下 段 の 第 １ 水 平 連 結 体 ２ ２ と 、 下 か ら ２ 段 目 の 第 ２ 水 平 連 結 体 ２ ３ と 、 下 か ら ３  
段 目 の 第 ３ 水 平 連 結 体 ２ ４ と 、 下 か ら ４ 段 目 の 第 ４ 水 平 連 結 体 ２ ５ 、 下 か ら ５ 段 目 （ 最 上  
段 ） の 第 ５ 水 平 連 結 体 ２ ６ と か ら な る （ 図 ２ ０ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
［ 天 端 生 コ ン 打 設 ］
　 第 ５ 水 平 連 結 体 ２ ６ と 第 ２ の 型 枠 ６ ２ と の 間 に 天 端 型 枠 １ ６ を 置 き 、 第 １ の 型 枠 ６ １ 間  
に 生 コ ン ク リ ー ト を 流 し 込 ん で 硬 化 さ せ 、 天 端 コ ン ク リ ー ト １ ７ を 形 成 す る 。 こ こ で 天 端  
型 枠 は 、 通 常 、 コ ン パ ネ 等 の 木 製 の 板 材 が 使 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
［ 第 １ の 支 保 と 第 １ の パ イ プ の 取 り 外 し ］
　 図 ２ １ は 、 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ １ か ら 第 １ の 支 保 ６ ３ 及 び 第 １ の パ イ プ ６ ５  
を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 天 端 コ ン ク リ ー ト １ ７ が 十 分 に 硬 化 し た 後 、 第 １  
の 支 保 ６ ３ と 第 １ の パ イ プ ６ ５ を 取 り 外 す 。 取 り 外 し た 第 １ の 支 保 ６ ３ と 第 １ の パ イ プ ６  
５ は 、 大 規 模 な 貯 留 槽 に あ っ て は 、 貯 留 複 合 体 の 未 施 工 部 分 に 使 う か 、 保 存 し て 次 回 以 降  
の 施 工 の 際 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
［ 上 下 面 板 取 り 付 け ］
　 天 端 コ ン ク リ ― ト １ ７ の 上 に 化 粧 板 （ 図 示 せ ず ） を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ り 、 取 り 外 し た 前 記 第 ２ の 支 保 ６ ４ 及 び 前 記 第 ２ の パ イ プ ６ ６ を  
貯 留 複 合 体 構 築 工 程 に 用 い る こ と が 出 来 る 。 こ の 結 果 、 貯 留 槽 施 工 現 場 に 運 搬 す る 部 品 の  
量 を 削 減 出 来 る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】



10

20

30

40

50

JP 7698331 B2 2025.6.25(9)

１ １         コ ン ク リ ー ト 構 造 物
１ ２         コ ン ク リ ー ト 壁
１ ３         底 盤
１ ４         コ ン ク リ ー ト 床
２ ０         貯 留 複 合 体
２ １         仕 切 板
２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６   水 平 連 結 体
４ ０         鉄 筋 固 定 治 具
６ １         第 １ の 型 枠
６ １ ｂ       第 ２ の 円 筒 リ ブ
６ ２         第 ２ の 型 枠
６ ５ ， ６ ６   パ イ プ
８ ２         横 鉄 筋
７ １         セ パ レ ー タ
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】



10

JP 7698331 B2 2025.6.25(15)

フロントページの続き

(56)参考文献 特開２０２０－０６０００５（ＪＰ，Ａ）
特開２００７－０５６６１１（ＪＰ，Ａ）
特開昭６１－０４５０４７（ＪＰ，Ａ）
特開２０１７－０８２５００（ＪＰ，Ａ）
特開２０１９－１８３５５７（ＪＰ，Ａ）
特開２００３－０２０６９６（ＪＰ，Ａ）
米国特許出願公開第２０１３／０１５２４９９（ＵＳ，Ａ１）
特開昭５５－０７８７６６（ＪＰ，Ａ）
実開平０７－０３２０９４（ＪＰ，Ｕ）
特開平０７－２３８６９３（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｅ０２Ｄ  ２７／００－２７／５２
Ｅ０４Ｂ  １／１６
Ｅ０３Ｆ  １／００－１１／００
Ｅ０２Ｄ  ２９／００－２９／０５


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

